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タイランド４．０実現に向けた脱炭素社会形成支援業務開始のお知らせ 

～ＪＣＭ案件形成支援を通じたタイでの環境貢献事業～ 

 

 

ユアサ商事株式会社（本社 東京都千代田区 社長 田村博之）は、大阪市、大阪市関係企業とともに、タイ東部経済回廊

（Ｅａｓｔｅｒｎ Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｃｏｒｒｉｄｏｒ 以下、ＥＥＣ）域内におけるＪＣＭ（※１）案件形成支援業務を

開始いたしますのでお知らせいたします。 

 

１． 目的と背景 

タイでは、２０１５年より「タイランド４．０」を掲げ、経済成長の促進により２０３６年までに高所得国入りを

目指す国家戦略を推進しております。成長を牽引する地域として首都バンコク都の東側３県（チョンブリ県、チャチ

ュンサオ県、ラヨン県）を東部経済回廊（ＥＥＣ）として指定し、次世代自動車やバイオ燃料、スマートエレクトロ

二クスといった１０分野を重点産業として育成しております。 

また、大阪市は、２０１９年よりＥＥＣと低炭素社会実現のための都市間連携事業（【図１】）を実施しており、     

２年目となる本年度は日本工営株式会社を代表事業者として大阪市に所縁のある企業とともにＪＣＭ案件形成調査

を実施する予定です。 

当社は本案件に共同事業者として参画し、タイやベトナムでのＪＣＭ案件形成実績をもとにＥＥＣ域内でのＪＣＭ

案件形成支援業務を通じ、同国の経済成長と環境保全の両立に貢献してまいります。 

２．事業期間 

２０２１年３月１０日まで 

３． 事業内容 

タイ企業への省エネルギー、再生可能エネルギー等の導入に関わるＪＣＭ案件形成調査及び事業化検討 

４． 当社のＪＣＭ案件形成実績 

テーマ 対象国 内容 時期 

空調制御システム導入による精密部品

工場の省エネ 
タイ 

工場の空調機に空調設備制御機器

の設置 
２０１６年度 

食品工場へのバイオマスコージェネレ

ーション設備導入 
タイ 

もみ殻を用いたバイオマスコージ

ェネレーション設備の導入支援 
２０１７年度 

ゴム製品製造工場における高効率ター

ボ冷凍機の導入 
ベトナム 

既存のチラーの高効率ターボ冷凍

機への更新 
２０１７年度 

 

【図１】タイＥＥＣと大阪市による都市間連携体制図 
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（※１）ＪＣＭ：二国間クレジット制度（Ｔｈｅ Ｊｏｉｎｔ Ｃｒｅｄｉｔｉｎｇ Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ）。世界の温室

効果ガス（ＧＨＧ）削減に貢献するため、環境省が構築・実施している制度で、優れた低炭素技術、製品、システム、サ

ービス、インフラ等の途上国への普及や対策実施を促進し、これらの活動により実現したＧＨＧ排出削減・吸収に対する

日本の貢献を定量的に評価し、日本のＧＨＧ削減目標の達成に活用する制度。 

 
《本件についてのお問合せ先》 

ユアサ商事株式会社 総合企画部  TEL:０３-６３６９-１１３３  E-mail:souki@yuasa.co.jp 


